
 

別記様式（第２条関係） 

会 議 結 果 報 告 書 

令和７年１２月２２日  

会議の名称 令和７年度第２回志木市総合教育会議 

開 催 日 時 令和７年１２月２２日（月）１３時３０分～１４時３０分 

開 催 場 所 志木市役所 委員会室４－１ 

出 席 委 員 

志木市長 香川 武文（進行者） 

志木市教育委員会教育長 柚木 博 

志木市教育委員会教育長職務代理者 上野 幸子 

志木市教育委員会委員 飯田 昌利 

志木市教育委員会委員 可知 良之 

志木市教育委員会委員 久保 大地 

               （計 ６人） 

欠 席 委 員 
なし 

                        （計 ０人） 

説明員職氏名 
荒巻政策推進課主任 

          （計 １人） 

議 題 志木市教育大綱の改正について 

結   果 議題に沿って、意見交換を行った。 

事務局職員 

松井市長公室長、今野教育政策部長、成田教育政策部参事兼教育総

務課長、土崎教育政策部参事兼生涯学習課長、松田市長公室参事兼

政策推進課長、髙橋学校教育課副課長、矢野政策推進課主任、荒巻

政策推進課主任、石田教育総務課主事 

その他必要事項 

 

 

 

 

 

 

 



会 議 内 容 の 記 録 （ 会 議 経 過 、 結 論 等 ） 

開会前に傍聴希望者の有無について確認を行った。 

  →傍聴希望者あり（４名） 

 

１ 開会 

（傍聴希望者入室） 

 

２ 議題 

 志木市教育大綱の改正について 

 

荒巻政策推進課主任より、教育大綱（案）について説明した後、意見交換を

行った。 

 

（市長） 

  第１回総合教育会議において頂いた意見をもとに、これまでの基本理念、基

本方針を軸として、案を作成させていただいた。 

基本理念については、内容は変えていないが、第二次志木市将来ビジョンな

どの他計画の表現と整合性を合わせて表現を改めるものである。   

基本方針１から委員の皆様にご意見をいただきたい。 

 

 （委員） 

   冒頭に小中一貫教育を入れていただいたことで、進めていく方向性が明確に

なり良いと思う。 

 

 （委員） 

   前回の意見や必要な内容が、コンパクトにまとめられていて良いと思う。 

 

（委員） 

多様な人と協力をするという視点が組み込まれており良いと感じた。６行目

の「多様性を認め」の部分を、「多様な個性を認め」とするのはいかがか。個性

に着目しても良いと考える。 

 

（市長） 

ご提案を頂いた箇所については事務局において表現を検討し、次回の総合教

育会議でお示しする。 



続いて、基本方針２についてご意見をいただきたい。 

 

（委員） 

「地域への関心を高める特色ある教育活動の推進」との表現は、それぞれの

学園で実施すべきことが明確となり良いと思う。 

 

（委員） 

  不登校対策が位置づけられており良いと思う。また、「よりそう」という言葉

はこれからのキーワードになると思う。 

 

（教育長） 

  誰一人取り残さないという視点に加え、一人ひとりの可能性を伸ばすという

視点があることが良い。 

 

（委員） 

「よりそう」という視点が第二次志木市将来ビジョンとも整合性が取れてお

り、インクルーシブ教育の視点とも合致しており良いと思う。  

 

（市長） 

続いて、基本方針３についてご意見をいただきたい。 

 

（委員） 

地域の人々も学んでいく環境が必要であると考えており、地域の人々も共に

学び合う環境を創出するという視点が良い。 

 

（委員） 

  地域とともにあってこそ志木市だと思っているのでカラーが出ている方針に

なっていると感じる。また、今後、小中一貫教育との関連性も一層高まってく

るという点で良い視点だと考える。 

 

（委員） 

学校運営協議会を中心にという表現が、一歩踏み込んでいて良い。令和７年

８月に実施した防災キャンプは学校運営協議会を中心に地域の人々を巻き込み

ながら実施した。また、学校を地域の人々も集い、学べる拠点とするという表

現は、生涯学習の観点にもつながっていくと感じた。 

 



（市長） 

基本方針４は表現を変えた部分もある。その点も踏まえてご意見をいただき

たい。 

 

（委員） 

方針の変更部分について、多様性の観点から良いと思う。また、歴史や伝統

文化に触れて感じることで、豊かな心の醸成につながっていくと思う。 

 

（市長） 

次に、基本方針５についてご意見をいただきたい。 

 

（委員） 

高齢者の方からは、子どもたちと一緒に活動すると元気を分けてもらえると

いう話も聞く。子どもたちと一緒に健康になっていくという視点で、子どもと

地域の人が体を動かせるイベントなどあるとよいと感じた。 

 

（市長） 

学校を地域の人々も集い学べる拠点という視点を基本方針３に盛り込んだと

ころであるが、学校の中でも地域の人々が活動できるという視点も大切にして

いきたい。 

部活動の地域との連携といったご意見もいただいていたが、その点はいかが

か。 

  

（教育長） 

「培われた市民力が地域にも生きる」という表現が、まさに市民の方の力を

お借りしながら部活動を推進していくものであると理解している。また、「ライ

フスタイルの変化に合わせた」という表現も、中学校卒業後においてもスポー

ツに親しむことを目的とした部活動の地域との連携になじむものと理解してい

る。 

 

（市長） 

本日の会議でいただいたご意見を事務局において精査し、次回の総合教育会

議で改正案を示す。 

 

 

３ 閉会 
 


